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  カリキュラム・マネージャー 

フリーズラグで共同学習 両校体育科 

9月 3日（木）５，６時間目、中札内「交流の杜」体育館において、両校合同の授業が

実施されました。中高養１１名、更農１６名の計２７名（いずれも第 1学年）が、オリジ

ナルのスポーツ「フリーズラグ」で汗を流しました。（通信２１号に計画を掲載） 

３つの混成チームが編制され、総当たりで競技が行われました。ゲームを待っているチ

ームは車座になって次の戦略を考えるなど、運動量もコミュニケーションも十分な授業に

なりました。 

スコア平均（更農 60.0 中高養 67.3 全体 63.0） 

｢インクルーシブな学校運営｣ 通信 第２２号 

 挨拶           フリーズラグ          作戦会議 
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中高養生、更農で現場実習 

⚫ ２年生活福祉コース「草花」① 

 ９月２日（水）５，６時間目、３名の

中高養生（３年）が、「草花」の授業に

参加してフラワーアレンジメントについ

て学びました。更農生が育てた花や先生

が用意した道具を使って、真剣な表情で

作品を制作していました。 

⚫ ３年農業経営コース「作物」 

９月７日（月）１，２時間目、中高養

３年の K さんが「作物」の授業に参加し

てじゃが芋の収穫作業に汗を流しまし

た。先生から作業の手順について説明を

聞いた後、不良品を選別しながらコンテ

ナに集めていました。 

⚫ ２年生活福祉コース「草花」② 

９月９日（水）５，６時間目、K さんが再び「草

花」の授業に参加しました。来年の育苗で使用する

消毒した黒土を袋に小分けする作業で、他の生徒と

協力して熱心に取り組んでいました。 

前の週と同じメンバーでの作業であり、授業の冒

頭から気軽に会話を楽しむ様子もありました。 

現場実習における「交流及び共同学習」実施の背景について 

1. 「受け入れ可能な授業等」による連携校からの情報提供 

 今回の授業は、年度初めに更農から情報提供された「受け入れ可能な授業等」一覧に掲載されお

り、早い時期から構想を練ることができました。 

2. 自校での現場実習（前提実習）の課題 

 例年、３年生の現場実習は２学期の５週間にわたって計画されますが、生徒によっては学校で現

場実習を行う場合があり、通常授業の気分がぬぐいきれないことが課題となっていました。 

3. ねらいの設定と趣旨の事前説明 

現場実習を「交流及び共同学習」として実施するねらいを、「人とのかかわり方」や「環境への

柔軟な対応」の２点に定め連携校に伝えるともに、実施の意図を対象となる保護者に対しても事前

に伝え理解を得ました。 

4. 両校の柔軟な対応 

更農から中高養に次週の時間割と「受け入れ可能な授業」が示され、これを受け、中高養では参

加授業と生徒を速やかに決定し、更農に連絡することで実施授業を決定しています。 

  

 

 


